
年度 環境経営レポート

（対象期間： 年4月1日～ 年3月31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認証番号0013304

発行責任者：岡林　正

NTフィルム株式会社

2022

発行日： 2023年4月20日
更新日：

2022

2023年4月25日

2023



目　　　　次

ごあいさつ
1

環境経営方針
1

組織の概要
2

事業・製品の紹介
2

環境経営組織図及び役割・責任・権限表
3

主な環境負荷の実績
4

環境経営目標及びその実績
4

環境経営計画の取組結果とその評価
4

 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟等の有無 10

緊急事態対応訓練 10

代表者による全体の評価と見直し・指示 12

これまでの環境活動の紹介 12

項　　　　目 ページ

0



□ごあいさつ

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ． 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ． 創意工夫による省エネルギーにより二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ． 廃棄ロスをなくす等廃棄物の発生抑制につとめます。

４ ． 適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ． 化学物質（溶剤）など適正管理に努めます。

６ ． 環境に配慮した製品をお客様にお届けします。

７ ． 内袋といえばＮＴフィルムという企業となり産業社会に貢献するため、
EA21に社員一人一人が取り組み、企業価値の向上に努めます。

8 ． この環境経営方針は、全従業員に周知します。

NTフイルム株式会社

環境経営方針

当社が日頃より心掛けているのは、お客様に対し〝安心・安全〟を提供させて頂く事です。その
理由の一つに、食品業界への出荷比率が高いことがあります。様々な素材の内袋に当社の袋を
使用して頂いております。当社の目標は『内袋と言えばＮＴフィルムというメーカーになり産業社会
に貢献する事』です。その為に、今までは品質管理に重点をおき進めてきました。今後は品質管
理に加え、エコアクション21に取り組む事で環境管理を組み合わせ、企業としてステップアップを
目指します。

　本業であるポリエチレン製品の生産を通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域
の環境活動に自主的・積極的に取り組みます。
　お客様に喜んでいただける商品を効率よく、無駄なく、タイムリーにお客様に提供す
ることが当社の一番の環境対策と考えて、従業員一丸となって継続的に改善活動に取
り組んでまいります。

　制定日：２０２０年６月１日
　改定日：２０２１年４月５日

代表取締役社長 冨山　幹雄
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□取組対象組織・活動 作成日：
（１） 名称及び代表者名

NTフイルム株式会社
代表取締役社長　冨山　幹雄

（２） 所在地
本社・福井工場 〒910-0355　福井県坂井市丸岡町高瀬２－１０－１ 電話番号：0776-67-8031
大阪工場　 〒594-0012　大阪府和泉市小野町２３－２ 電話番号：0725-45-0531

東京営業所 〒103-0012　東京都中央区日本橋堀留1-7-11 電話番号：03-6681-6346
豊橋営業所 〒441-8016  愛知県豊橋市新栄町字新田中４７ 電話番号：0532-31-0567
福岡営業所 〒812-0008　福岡県福岡市博多区東光２－９－１９ 電話番号：092-432-1112

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　 取締役営業部長　岡林　正 TEL：０７２５－４５－０５３１
担当者 取締役管理部長　三浦　幸夫　 TEL：０７７６－６７－８０３１

（４） 事業内容
ポリエチレンシート・袋の製造・販売

（５） 事業の規模
売上高 百万円 表中データは 年度4月1日現在

従業員　　　　　名 名 名 名 名 名
延べ床面積　　　㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： NTフイルム株式会社
対象事業所： 本社・福井工場

大阪工場　
東京営業所
豊橋営業所
福岡営業所

活動： ポリエチレンシート・袋の製造・販売

□事業や製品（商品）の紹介

」

94 162名1 4

2023年4月1日

2023

2

4,902
本社・福井工場 大阪工場　 東京営業所 豊橋営業所 福岡営業所 合計

61
5,683.28 7,395.79 50.00 219.17 9.36 13,358㎡

主な事業の紹介

商品の紹介

サービスの紹介

などを載せるとよい
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 作成日：

代表者

          

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

部門長

・環境に関する内部監査の実施・報告

・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

内部監査チーム

全従業員

安全衛生委員会    （福
井）

安全衛生委員会    （大
阪）

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・環境経営レポートの確認

・環境管理責任者の補佐、の事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境活動の実績集計

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）

・試行・訓練を実施、記録の作成

・環境に関する内部監査の計画

環境事務局

・環境経営計画の審議

社長

・環境管理責任者を任命

・環境経営レポートの承認

・代表者による全体の評価と見直し、指示

2020年6月1日

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営方針の策定・見直し

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

安全衛生委員会
（福井）

安全衛生委員会
（大阪）

内部監査員

環境管理責任者

環境事務局

東京営業所 豊橋営業所 大阪工場 福岡営業所

役割・責任・権限

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

環境管理責任者

本社・福井工
場

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境活動実績の確認・評価
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□主な環境負荷の実績
単位

kg-CO2

トン
トン
㎥

※二酸化炭素調整後排出係数 kg-CO2/kWh 関西電力の調整後係数　（大阪工場）
kg-CO2/kWh 北陸電力の調整後係数（本社・福井工場）　
kg-CO2/kWh 中部電力の調整後係数（豊橋営業所）　

※水使用量は地下水を含んでいます。（冷却水として循環させ水路放流しています。水道水は下水放流）

□環境経営目標及びその実績

〇
✕

トップへ

✕

✕

〇

〇
✕

〇

〇

*東京営業所は電力・ガス・水道料は事務所賃貸料に含まれます。その他の環境負荷はありません。
*福岡営業所は電力・ガス・水道料は事務所賃貸料に含まれます。ガソリンの使用はあります。

96%2019年

64,44643,075

65%

2019年 98% 98%

95%

行動目標（P９参照）

98%

96%

96%
51,724

基準年度比

10,65111,095
2019年

10,762
97%

43,801

化学物質の適正管理

35,740
kg-CO2

53,088

3,799,870 2,837,436

基準値 2022年

kg-CO2/百万
円

2,882,162

廃棄物排出量

44,546　産業廃棄物排出量

二酸化炭素総排出量原単位

二酸化炭素総排出量

項　目 2020年 2021年 2022年

3,664,838

651 588906

2,873,264

40,983

63,782

35,371

97.0% 97%基準年度比 2019年 97%

水道水の削減 ㎥

51,197kg 52,780

kWh/t 597.079 579.087

産業廃棄物の削減

自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2

1,368

3,985,740 3,866,321

96%

kg-CO2

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

使用量（kWh）

LPGによる二酸化炭素削
減

3,917,933

34,392

kg-CO2

水使用量

原単位

0.159

電力による二酸化炭素
削減

1,652 1,313

46,021 47,132
43,801

　一般廃棄物排出量

97%

社内体制の強化 コミュニケーションの連携強化、ＥＡ２１による環境意識の向上、営業力の強化
行動目標（P９参照）

97%

一般廃棄物の削減
kg 36,845

50,669

環境に配慮した製品の
提供

バイオマス原料を配合した製品提案を実施する
行動目標（P９参照）

（目標）

35,556

2024年

98% 121% 96%基準年度比

111%

83%

基準年度比
10,873 10,834

7,601,155
3,761,216

7,917,870 7,680,3347,687,1617,679,273

96%

3,826,297

34,760

2023年

0.574
0.472

（基準年) （目標）
評
価（目標） （実績）

基準年度比 2019年

基準年度比

上記二酸化炭素排出量合計

1,341

599.057 579.167 573.196

40,983
2,882,162 3,866,154

35,740

3,800,395

2019年

97%

98% 97%

66,439 65,110

1,300

99%

1%0%

全社CO2排出量割合

電力 燃料 LPG

37%

63%

0%

サイト別CO2排出量割合

本社・福井工場 大阪工場 営業所（豊橋・東京・福岡）
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□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画
数値目標：○達成　×未達成 トップへ
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

2019年

2022年

サイト評価（電力削減）

267,594
310,803 270,855

311,254
308,500

209,793 216,754 204,117
307,719

取組結果とその評価、次年度の取組計画

229,885

○

8月 10月9月 3月2月1月12月11月
414,500

達成状況

346,287 344,966
6月

数値目標 〇 数値目標は未達成。Ｋｗｈ/ｔの数値が上がっている。受注量が落ち
るため機械の稼働時間が安定できなかったのが原因。稼働の効
率化を考えて行きたい。夏季・冬季共に空調温度の調整を行い、
照明器具の不要場所の消灯、間引き消灯を実施。両工場共にデ
マンド警報はなかった。空調・照明等の電力使用量の割合は微々
たるものであり数値的にはわかりずらい面はあるが、意識をもって
取り組んでいます。継続的に進めて行きます。基準年削減３％に
は達成出来なかった。来期より2022年度を基準値に改め１％削減
に努めて行きます。

・暖房　22度±1度、冷房　27度±1度 ○

282,062
7月

○
・デマンド監視の実施 ○
・コンプレッサーのエアー漏れチェック ○

5月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

207,511207,008

豊橋営業所

428,520

電気スイッチのON・OFF、適正空調温度の調整等　かなり意識をもって行動が取れる様になっ
てきている。電気消費量の多い夏場もデマンド警報はならなかった。数値的にはわかりにくいが
継続的に実行して行きます

317,454 237,889

例年、初夏と冬季に目標を達成出来ず、その時期の達成を目指し、エアコンのクリーニングや、
こまめな電源OFF、消灯などを実施。２月は単月目標達成、冬季においても前年比10％強減。
未達月が無くなるよう省エネを心掛けます。

219,722

小さな取り組みが全社に浸透している。使用しない電灯を消す、エアコンの設定温度を意識す
る、コンセントを小まめに抜くなどをしている。ただ、全体に占めるこれらの割合は非常に小さく、
かつ電力料金の大幅な値上げ等により、これらの取り組みが数値として認識がしづらくなってい
る。それでも継続して取り組みを進める予定である。

本社・福井工場

大阪工場

307,201 270,855 305,373
208,455

・空気圧縮機のエア洩れ点検

休憩時間帯の室内灯の調整

4月

0

200,000

400,000

600,000

4月 5 月 6 月 7 月 8月 9月 10
月

11
月

12
月 1 月 2月 3月

電力（kWh） 2019年 2022年
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自動車燃料による二酸化炭素削減

2019年

2022年

2019年

2022年

サイト評価（自動車燃料削減）

1,5111,437 1,193

9月
180

2月

200

1月

214 215
145

1,350 1,481

4月 5月
199 198

8月

豊橋営業所

1,129

209 221

数値目標達成。エコドライブと言う抽象的行動ではなく　燃料補給
時等にタイア空気圧チェックなど具体的行動を行うことにより意識
作りが出来た。オンラインの活用により運転走行距離も短縮した。
引き続きタイヤ空気圧チェック、効率の良いルート営業を心がけ手
行きます。来期より2022年度を基準値に改め１％削減に努めて行
きます。

数値目標

・タイヤの空気圧の調整

1,899 2,425 2,093 2,488

・アイドリングストップ

〇

・効率的なルートで営業活動
〇

・不要物を積載しない

7月4月

〇

5月

△

8月

・乗り合わせ
・エコドライブ

6月
2,113

197

1,224 1,131

7月

○

1,3081,373

6月

○

2,043
1,345 1,425

2,104 2,210

245
10月 11月 12月

2,200

120
197

208 152278
201 180 140

取組結果とその評価、次年度の取組計画

1月 2月

達成状況

○

10月9月 3月

3月

2,324 2,130 1,993

201 212 200 217

アクシデントにより下期は実績増となりましたが、徐々に減少。前期の数字に近づけるよう物流
改善を進めると共にエコドライブを心掛けます。

最低月１回（給油時等）タイヤ空気圧チェックを実施、訪問ルートの効率的にまたノーマイカーデ
イも実施出来た。自己意識を持ち継続的に実施して行きます。

取組結果とその評価、次年度の取組計画

本社・福井工場

これも継続実施しており、社員の意識には浸透している。ガソリン代の高騰（高値安定）、新型コ
ロナウィルス感染症の落ち着きに伴う営業活動の再開などにより、ひと頃よりガソリン代及びガ
ソリン給油量は増加している。それでも継続実施していく。車両の買い替えにより燃費の向上も
期待出来、若干ではあるが数値の減少に努める。

大阪工場

215

11月 12月

0

1,000

2,000

3,000
ガソリン（L) 2019年

0

100

200

300

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

軽油（L) 2019年
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一般廃棄物の削減

2019年

2022年

サイト評価（一般廃棄物削減）

産業廃棄物の削減

2019年

2022年

サイト評価（産業廃棄物削減）

数値目標 ✕

5,228 11,7823,892

取組結果とその評価、次年度の取組計画

624 5,261 8,982 2,664 1,840 3,056 2,639

製造現場から排出される産業廃棄物は、いわゆる「ロス」「クレーム」とも綿密に関係しており、
ロスの削減は製品の品質向上のカギである。この点においてはまだまだ課題が多く、販売会議
等でも議論し注意喚起を行っている。品質向上が進めば産業廃棄物も減少してくる。今後も取
り組みを継続していく。既存の業者から新たな業者にも依頼を行うようになった。特にLDのロス
について、これまでは廃棄されるのみであったが、新規の業者は廃プラスチックをリサイクル燃
料に処理する会社であり、今後も継続的に依頼していく。

4,108 3,300 3,031 3,367 3,695

9月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

〇
・生産工程の歩留まり向上に努める ○
・加工ミスによるロスの低減に努める

数値目標

5月 6月 7月 8月 11月 2月 3月

本社・福井工場

ゴミの分別や削減もこれ以上ないほど徹底している。製袋課では、ゴミの分別作業に時間を使
い過ぎないよう注意を促しているほど、社員が徹底して行っている。敷地内のゴミステーション
に置かれている一般ごみは、気分が爽快になるほど整然としている。この状況を続けて行ける
ように社員全員で取り組んでいく。

取組結果とその評価、次年度の取組計画

○

3,328 3,103

クラフト紙のカットを考え端切れを最小限に抑え、出たものは再利用し発生を抑制出来た。PP
バンドの分別をさらに行いリサイクル出来ないかと考え、一般廃棄物から熱エネルギー資材に
利用してもらう産業廃棄物へ仕分けを変えた。また紙類を再生業者へ無償引き取りを依頼等に
より　昨年対比年間２トン減少出来ました。

3,165 3,163 3,630
3,490

3,1652,971

0

7月 8月

1月

・クレーム発生の低減及び品質の向上
・分別の徹底 ○

10月

3,190

12月

3,253 2,432

豊橋営業所
今期中に道筋をつける予定の紙管処分（再利用）が思うように進まず、手詰まりになってしまい
ました。多方面にお声掛けし、打開策を見出さなければ、と考えております。

2,466 3,031 3,551

達成状況

3,752 4,002
3,127 2,770 2,974

10月 3月
単位ｋｇ

2月11月 12月6月

0

4月 5月 1月9月

○
・再資源化の検討 ○
0 0

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

・分別の徹底
数値目標は未達成。２０１９年度数値は想定値のため次年度基準
年を2022年度に変更し１％の削減から始めて行きます。分別強化
と回収業者の移行に努めました。

498 3,520 10,287 3,717 423

○

・社員教育の定期的な実施 ○

4月

本社・福井工場

単位ｋｇ

392 3,8924208,915

大阪工場

数値目標達成。廃棄物の分別が明確になってきたのが原因。次年
度は基準年を2022年度に変更。成形課においては吹上・切り替え
時間によるロス発生量の意識を持たせ特にリサイクル不可製品製
造時には複数人数にて縮を行う事でロスの削減に務めました。福
井工場では廃棄していた資材をリサイクル燃料にかえる新たな産
廃業者を探し継続的に依頼して行きます。大阪工場では一般廃棄
物であったPPバンド類を熱エネルギーへ変わる産業廃棄物に移
行しました。来期より2022年度を基準値に改め１％削減に努めて
行きます。

大阪工場
PPバンド等産業廃棄物ではあるが、熱エネルギーへ再利用分野へ振り替えた。さらに分別を考
えリサイクル出来る物はないか考えたい

豊橋営業所

5,914 4,3692,678 5,498 276

主のクロス紙が、昨年来のお願いで加工先が頑張り減少を維持。単月目標達成も増加。引き
続き頑張って頂くよう依頼します。

0

2,000

4,000

6,000

一般廃棄物（kg） 2019年 2022年

0

5,000

10,000

15,000
産業産業廃棄物（kg） 2019年 2022年
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水道水の削減

2019年

2022年

サイト評価（水道水削減）

豊橋営業所

取組結果とその評価、次年度の取組計画

0 1,7690
7月

〇

02,015
6月

・流し放ちにしない

0
1月4月

1,831

○

0 1,894

○
0
0 0

2月12月 3月

0
・蛇口に節水式ｼｬﾜｰを使用

5月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

0 1,846

節水の心掛けや、節水型パイプ（蛇口）への交換の効果もあり達成維持。達成継続を目指しま
す。

本社・福井工場
水道使用量の削減も社員に浸透しており、これ以上ないほど徹底している。これ以上の減少が
期待出来る新しいアイデアがあまりなく、継続実施のみである。

大阪工場
トイレ洗浄の大・小をきちんと使い分けている。トイレ掃除の雑巾掛けをウエットシートに変え
る。蛇口を自動化に変える等心がけ水使用量を削減に努めています

0 1,734 00 1,863 1,8470

数値目標は達成。小まめな蛇口等の点検、使用方法の心がけに
よるもの。トイレでの大・小の使い分けに心がけた。節水用パイプ
（自動蛇口）に交換また水漏れ点検を行い節水に心がけました。来
期より2022年度を基準値に改め１％削減に努めて行きます。

9月 10月

数値目標

達成状況

1,849
11月

1,737
8月

1,782 0 1,762
0

0

1,000

2,000

3,000 水道水（㎥） 2019年 2022年
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化学物質の適正管理

サイト評価（化学物質の適正管理）

環境に配慮した製品の提供

取組紹介欄

サイト評価（環境に配慮した製品の提供）

社内体制の強化

サイト評価（社内体制の強化）

本社・福井工場

豊橋営業所 防災の日に、掲示図において避難経路の確認をするようにしました。

ホームページの「フィルム検索BOX」等を活用し、ニーズの掘り出しに努める。加えて、新しい製
袋機導入等もあり、今後に期待出来る。

達成状況

バイオマス原料を配合した製品提案を実施 ○

○

大阪工場

○

成形課、製袋課ともに目標設定は継続的に行われており、製袋課においてはミーティングで行
動の振り返りも行われている。部署を越えたコミュニケーション（親睦）は、コロナ渦で福利厚生
行事もなく、今後は状況を見ながら徐々に再開していく。

大阪工場 成形技能士1級１名、２級２名合格　２３年度は５名受験予定しています

　

0 　

客先のニーズに合わせ、バイオマス製品の定案、再生リサイクル
原料での提案を進めています。バイオマス製品の主流となるレジ
袋の有料化により使用量の減少。新たに付加価値製品（永久帯
電・非帯電袋）の提案を進めて行きます。

達成状況

プラスチック成形技能士１級（福井Ⅰ名、大阪Ⅰ名）２級（大阪２
名）合格。プラスチック成形学科試験１級（福井１名）合格・工場の班単位の目標を会社全体で共有化 ○

・成形技能士の資格を取る ○

0 0

取組結果とその評価、次年度の取組計画

本社・福井工場

脱ポリの中使用量が減少　環境を考えてバイオマス混入商品、再生ペレット使用商品等に販促
を進めています

豊橋営業所 バイオ品の累計納入は18ｔ超までになり、お客様からの信頼を頂いております。

○

取組結果とその評価、次年度の取組計画

取組結果とその評価、次年度の取組計画

・ＷＥＢマーケティングの本格展開を実施

・新製品・商品開発

・必要な時に必要な量の発注 ○

本社・福井工場

取組結果とその評価、次年度の取組計画

シンナー等の使用に関しては、責任者を選任し、適正管理を行っている。それらは月次で報告
が書面によりなされている。８月よりPRTR物質該当なし商品に振替今後も継続実施していく。

大阪工場
代替品としてPRTR物質該当なし商品に振替購入している。毎月の使用量の管理も出来てい
る。

豊橋営業所 該当なし

○

・化学物質の保管、数量、保管場所の適正 ○
・化学物質の置き場所と表示の徹底 ○
・代替物質の代替検討

取組結果とその評価、次年度の取組計画

溶剤の保管数量、保管場所の適正管理を行い、大阪工場では６月
より　福井工場では８月よりPRTR物質該当なし商品に振替購入し
使用しています。

達成状況

取組結果とその評価、次年度の取組計画

・委員会の充実と運営
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無 トップへ
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

□外部からの環境上の苦情・要望等
　　　　苦情等はありませんでした

□緊急事態対応の試行・訓練

本社・福井工場
緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子
２階給湯室から出火を想定。
初期消火を試みたが鎮火せず、事務員より119番通報の要請。
それを受けて係長が119番通報。
（予め丸岡消防署に火災訓練の通報を行う事を通知済）
事前にお越し頂いていた丸岡消防署員の指示のもと、
副主任が消火器を使っての模擬消火（写真参照）、
他の者は1階正面玄関に避難。
この日は悪天候の為、屋外への避難は行わず、
1階正面玄関ロビーまでの避難をもって訓練終了。
緊急事態の想定： 油流出事故の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

今後の業務においては、常に工場内での様子に配慮する必要があると認識した。

労働安全衛生法 ＳＤＳ義務のリスク評価

業務用空調機、エアドライヤ
省エネ法

空気圧縮機
一般廃棄物（紙くず、木くず等）、産業廃棄物（廃プラ、廃木材、廃金属等）

フロン排出抑制法

騒音規制法
振動規制法 空気圧縮機

シンナー40Ｌ未満の危険物保管、指定可燃物の扱い（合成樹脂３ｔ以上）

お越し頂いた丸岡消防署員からの総評として、初期消火の試みに失敗し、119番通報を要請する際の緊張感が
少し欠けるようであったとの事。もう一点は、正面玄関ロビーの火災扉前に荷物（原反）が置いてあった。
これは有事の際に避難の邪魔になるので、このような事は普段から留意すべきとの事であった。

２階給湯室から出火を想定。

事務所関係１０名、成形課４名、製袋課Ⅰ名、消防署員２名立会い　

電気エネルギーの使用

令和4年10月7日　午後1時30分より

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

福井事業部

適用される法規制

令和4年10月7日　午後2時30分より 成形課ＨＤ工場

少量での流出時に発見が出来、対処も素早く行えた。

　　　　　ＬＬＤ工場次長・班長
成形課ＨＤ工場次長・副主任・班長　

機械から油流出した事をHD工場班長が発見し、次長に報告。
次長は専用の油吸収シートを用いて対処を行った。
これらをLLD次長・副主任・班長とも共有した。

成形工場内にて油流出を想定し、対処訓練を行った。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

消防法（危険物）

廃棄物処理法
適用される事項（施設・物質・事業活動等）
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大阪工場
緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

緊急事態の想定： 油流出事故の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

豊橋営業所
緊急事態の想定： 地震の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容： □通報訓練　□消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

2022年5月2日
営業所所員４名

豊橋営業所→地域指定避難所

避難訓練当日までに避難経路の確認等を実施　構内放送にて避難開始から避難完了点呼まで５分程で終了し
た。　　　構内放送で聞き取りにくい場所がある場合、声を掛け合い避難をする様指導。
消火器の使用方法の説明（何度かの訓練の結果、使用方法認識出来ている）

全部署　８６名 油流出防止備品の説明・対処方法

道中気付かなかった危険個所がないかチェック。

避難経路、危険個所を再確認しました。

油抜き取り・給油時には吸着マットを敷き油漏れを防ぐ。外部へ流出した場合の処置方法の説明 （家庭内で
も実施）                                 コンプレッサー（３ヶ所）近辺に油汚れ緊急対策セットの設置
説明。

2022年12月27日（火）

大阪工場

大阪工場

2022年12月27日（火）
押出工場・製袋Ａ、Ｃ、Ｄ加工・事務所総務・業務・営業　合計８６名

12月21日　安全委員会にて通報訓練の実施　　12月27日　避難訓練・水消火器による消火訓練を実施
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞
◇自社を取り巻く環境問題の変化 ◇環境方針

　（社会的情勢、利害関係者の要求等）

◇環境経営目標・計画の達成状況 ◇環境経営目標・環境経営計画 トップへ

　

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり
実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

ｑ
□これまでの環境活動の紹介

←

構内側溝の清掃
↓

□編集後記
活動を始め３年目に入りました。当初は一般的な意識（節電・節水・ごみの分別等）しか思っていなかった所からどの様にすれ
ば目標が達成出来るかと一人一人が身近なことから具体的に考え意識を持ち行動出来るように進めています。行動をすると
いう意識は出来上がって来ています。次はそれをすることによって環境に対してどの様な結果になるかを考えて行きたいと思
います。

幹線道路出入口に街灯の設置・
向いマンションの要望によりカー
ブミラーの設置場所を提供

　【前回の指示への取組結果】
本年度は電気代の大幅値上げもあり、会社全体としても意識の高い状態で実施できたと思います。
まずは、良かった点。
電気代の莫大な値上げは、EA21に取り組んだとしてもカバーできるような金額ではないです。しかし、EA21を羅針盤として、
様々な資材の使用量の削減に取り組めたことも事実です。マインドセットとして『資材が高騰しているから使用量を減らそう！』と
いうよりは『ＥＡ２１の取り組みをさらにブラッシュアップさせよう！』としたことで、目的意識にフォーカスできたと思います。
悪かった点。
会社として自動車産業に対してエコアイテムをもっと展開していきたかったのですが、コストが上がるという点で中々、前に進み
ませんでした。
その中で１社のエンドユーザー様が当社のエコフィルムを採用して頂くことになりました。この成功事例を今期は水平展開してい
こうと思います。
【次年度の計画】
会社としては2023年から新たな3ヶ年計画が開始しました。今年のサブテーマは『次のチームにつなぐ』です。この意味は、『次
工程』という意味だけではなく『次の世代』という意味もこめています。エコも同様ですが、少しでも他人に対してやさしくなる気持
ちをもって展開していきたいと思います。

2023年4月24日

脱プラを背景にバイオマス原料使用製品・再生（リペ
レット）原料使用製品の提供を実施。

環境経営方針に変更しない

一般廃棄物として処分していたPPバンド類を圧縮固化
（固形燃料化）する産業廃棄物に処理分別を行いコスト
削減にも努めている。包装紙類も端切れの出ない包装
の仕方又は再利用を考え削減に努めました。大阪工場
では一般廃棄物として処理していた紙類を業社へ無償

２０２３年度より環境経営目標及び環境経営計画の基準
値を２０２２年度に変更します。　　溶剤をPRTR物質該当
なし品に入替えの為トルエンの管理は辞めるが数量の
適正管理は継続します

・利害関係者からの苦情・要請等はありませんでした 実施体制は変更しない
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